
   になりきる！百万遍句会 

⽇時：2014 年 10 ⽉ 23 ⽇ (⽊)  17:30 - 19:30 
場所：⼈間・環境学研究科棟1Ｆ 環on 
 
講師：佐藤⽂⾹（俳⼈） 
   佐々⽊幸喜（京都⼤学アジア研究教育ユニット［国際交流センター］特定助教） 

京都⼤学吉⽥南総合図書館：逍遥館 「グレート・ブックスと私」 

⼊場無料                        
Admission Free 

今回のグレート・ブックスは 
 

書名：正岡⼦規『正岡⼦規』 
2009年10⽉、筑摩書房 (ちくま⽇本⽂学040) 
吉⽥南 1F グレートブックス 914.6||M||24  

Get into  SHIKI !  Hyakumanben Haiku Gathering 

Yoshida‐South Library, Kyoto University : Shoyokan 「Great Books and I」 



⼦規になりきる！百万遍句会 

プログラム Program  

   17：20 受付開始 

   17：30 佐々⽊先⽣より 

        ⼦規の出⾃、及び彼が近現代の俳壇に与えた                            
        影響について概説  

   18：00 佐藤先⽣より 

        ⼦規の俳句を題材とした句会  

   19：15 質疑・応答 

   19：30 終了 

申込⽅法 How to Apply 
事前予約優先制です（定員30名）。            
メールにてお申し込みください。             
定員に達しない場合は当⽇も参加可能です。 

メール：eturan61@mail.adm.kyoto‐u.ac.jp 
件名を「百万遍句会」とし、⽒名、ご所属をお知らせください。 

プロフィール Profile 
 

 

 

 
佐藤⽂⾹（さとうあやか／俳⼈） 

1985年兵庫県⽣まれ。2006年、第２回芝不器男俳句新⼈賞対⾺
康⼦奨励賞受賞。09年、第１句集『海藻標本』により宗左近俳
句⼤賞受賞（ふらんす堂）。共著に『セレクション俳⼈プラス新
撰21』（⾢書林）。NHKラジオ第１「つぶや句５７５」レギュラー。
アキヤマ⾹「ぼくらの17-ON!」①②（双葉社／「JOUR」連載
中）の俳句協⼒。雑誌「ダ・ヴィンチ」（メディアファクト
リー）の「七⼈のブックウォッチャー」にて書評を担当。 

 

 

 

 

佐々⽊幸喜（ささきゆうき／アジア研究教育ユニット［国際交流
センター］特定助教） 

1986年愛媛県⽣まれ。京都⼤学⼤学院⼈間・環境学研究科博⼠
後期課程研究指導認定退学。専⾨は近現代⽇本⽂学、⽇本語⽇本
⽂化教育。特に、安部公房⽂学の成⽴過程について研究している。 

問い合わせ先                               
For InformaƟon and ReservaƟon                                

京都⼤学吉⽥南総合図書館（逍遥館） 
 

Tel 075‐753‐6525, 6524 

Mail eturan61@mail.adm.kyoto‐u.ac.jp 

TwiƩer @yoshidasouthlib 

URL hƩp://www.kulib.kyoto‐u.ac.jp/yoshidasouthlib/ 

先⽣たちからひとこと Comment 

俳⼈として活躍する佐藤先⽣を講師に招き、句会を⾏います。「句会」と

いうと、通常は⾃作の句を持ち寄って（場合によっては、その場で即座に

詠んだりして）⾏うものですが、ご安⼼を。今回は、⼦規の句を⽤いて論

じ合う「借り物句会」に挑戦です。既に詠まれた俳句を読み、批評しなが

ら、⼗七⾳に込められた⽇本語の可能性を⼀緒に探ってみませんか？当⽇

は、総⼈の前⾝である第三⾼等学校の図書館（まさに、ここ！）の蔵書に

も触れたいと思っています。⽇本⼈学⽣はもちろん、留学⽣の参加も⼤歓

迎です。皆さんの来場をお待ちしています。 

会場へのアクセス Access 
環onは吉⽥南総合図書館の向かい、                                    
⼈間・環境学研究科棟の1Fにあります。 

⼊⼝の場所は右図の⽮印をご参照ください。 

 

〒606-8501                                              
京都市左京区吉⽥⼆本松町                                        
⼈間・環境学研究科棟 環on 

´ ´ 

グレート・ブックスの中から⾃分にとってのこの1冊を選んで紹介する会、「グレート・ブックスと私」。 

第1回に登場するのは俳句、正岡⼦規。 「借り物句会」もやりますよ。俳句を詠んだことのない⽅でも参加できる句会です。 

どなたさまもどうぞお⽴ち寄りください。 

吉⽥南総合図書館  

環on 
吉⽥南総合館 

⼈間・環境学研究科棟 

吉⽥⽣協 吉⽥南2号館 

吉⽥国際                        
交流会館 

東
⼤
路
通 

メディアセンター 

近衛通 

⻄
南
⾨ 
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